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１  次の 1〜4の問いに答えなさい。

  1�　次のⅠ・Ⅱは，刺激に対するヒトの反応について述べた文である。また，図は，Ⅰにおける刺
激を受け取ってから反応が起こるまでの，信号が伝わる経路を模式的に表したものであり，図中
の矢印は信号が伝わる向きを示している。このことについて，下の（1）〜（3）の問いに答えよ。

Ⅰ　暗いトンネルから出てきたとき，まぶしさのあまり
思わず目を細めた。
Ⅱ　キャッチボールで，友人が投げたボールをグローブ
で捕った。

��（1）�　Ⅰのように，刺激に対して無意識に起こる反応を何というか，書け。
��（2）�　図中のＸの矢印は，目から脳へ信号が伝わっていることを示している。このように，感

覚器官から中枢神経に信号を伝える神経を何というか，書け。
��（3）�　Ⅱについて，信号が伝わる経路を模式的に表した図はどれか。最も適切なものを，次の

ア〜エから一つ選び，その記号を書け。

  2�　次の表は，水の温度と100ｇの水に溶けるホウ酸の質量との関係を表したものである。この
ことについて，下の（1）・（2）の問いに答えよ。

水の温度〔℃〕 0 20 40 60 80
100ｇの水に溶けるホウ酸の質量〔ｇ〕 3 5 9 15 24

��（1）�　40℃におけるホウ酸の飽和水溶液の質量パーセント濃度は何％か。答えは小数第2位を
四捨五入せよ。

��（2）�　60℃におけるホウ酸の飽和水溶液115ｇに水100ｇを加えた後，20℃まで冷却すると，再
結晶するホウ酸は何ｇか。
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  3�　地震について，次の（1）〜（3）の問いに答えよ。
��（1）�　次の文は，地震による揺れの大きさを表す震度について述べたものである。文中の
� Y �・� Z �に当てはまる数字をそれぞれ書け。

日本では現在，震度は，人が揺れを感じない震度0から最大の震度� Y �までの
Z �段階に分けられている。

��（2）�　地震により発生したＰ波とＳ波の伝わる速さと，Ｐ波とＳ波による揺れの大きさについ
て述べた文として最も適切なものを，次のア〜エから一つ選び，その記号を書け。

ア　伝わる速さはＰ波の方がＳ波より速く，揺れの大きさはＰ波の方がＳ波より大きい。
イ　伝わる速さはＰ波の方がＳ波より速く，揺れの大きさはＳ波の方がＰ波より大きい。
ウ　伝わる速さはＳ波の方がＰ波より速く，揺れの大きさはＰ波の方がＳ波より大きい。
エ　伝わる速さはＳ波の方がＰ波より速く，揺れの大きさはＳ波の方がＰ波より大きい。

��（3）�　地震の規模の大きさを表す尺度を何というか，書け。

  4　�静電気について調べるために，次の実験Ⅰ・Ⅱを行った。このことについて，下の（1）・（2）の
問いに答えよ。

実験Ⅰ　右の図のように，糸でつるしたストローを
ティッシュペーパーで十分にこすり，引き離した
後，ストローにティッシュペーパーを近づけると，
引き合った。次に，綿の布で十分にこすったガラス
棒をストローに近づけると，引き合った。

実験Ⅱ　化学繊維の布でこすったプラスチック板を蛍光灯
の一端に接触させると，蛍光灯が点灯した。

��（1）�　次の文は，実験Ⅰの結果からわかることについて述べたものである。文中の� あ �〜
う �に当てはまる電気の種類は，＋

プラス

， －
マイナス

のいずれか，それぞれ書け。ただし，ガラス
棒を綿の布でこすると，ガラス棒は＋

プラス

の電気を帯びることがわかっている。

ガラス棒とストローが引き合ったことから，ストローは� あ �の電気を帯びてお
り，ティッシュペーパーは� い �の電気を帯びていることがわかる。これは，ストロー
をティッシュペーパーでこすることによって，ティッシュペーパーの中にある� う �の
電気がストローに移動したためである。

��（2）�　実験Ⅱにおいて，蛍光灯が点灯したのは，プラスチック板にたまっていた静電気が蛍光灯の
中を流れたからである。このように，たまっていた静電気が流れ出したり，電流が空間を流れ
たりする現象を何というか，書け。

ストロー 糸

ティッシュペーパー
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2   あかりさん，そうたさん，まことさんの3人は，校庭や学校の周辺に生えていたゼニゴケ，
ゼンマイ，アサガオ，イチョウ，サクラ，ツユクサの6種類の植物について，それぞれの特徴によっ
てグループ分けを行った。次の図は，3人がこれらの植物の特徴についてまとめたものである。
このことについて，下の 1〜3の問いに答えなさい。

  1�　花をつける植物は種子によってふえるが，花をつけないゼニゴケやゼンマイなどの植物は，
何によってふえるか，その名称を書け。

  2�　からだに根・茎・葉の区別がないゼニゴケなどの植物は，どのようにして水分を吸収して
いるか，簡潔に書け。

  3�　3人は，花をつける植物をさらに細かいグループに分けるため，それぞれの植物の特徴につい
て話し合った。次の【会話】は，そのときのやりとりであり，植物Ａ～Ｄは，アサガオ，イチョ
ウ，サクラ，ツユクサのいずれかである。このことについて，下の（1）〜（4）の問いに答えよ。

【会話】

あかり：四つの植物のうち，植物Ａと植物Ｂの二つは樹木だったね。
そうた：まず，二つの樹木の中で，植物Ａの花は，おしべだけの雄花とめしべだけの雌花に

分かれているという特徴があったよ。
まこと：植物Ａの雌花をルーペで観察すると，胚珠がむき出しになっていたね。
そうた：ということは，植物Ａは� X �植物に分類するのがよさそうだね。
あかり：植物Ｂについてはどうかな。
まこと：植物Ｂは，一つの花の中におしべとめしべが両方あったことと，めしべの根もとに

ある子房の中に胚珠が入っていたことの二つの点で，植物Ａではなく，植物Ｃや植
物Ｄと共通していたよ。

そうた：なるほど。ということは，植物Ｂは，植物Ａのなかまよりも植物Ｃや植物Ｄのなか
まに近いと言えそうだね。

まこと：植物Ｂと植物Ｃを比べてみよう。この二つの植物に何か違いはなかったかな。
あかり：植物Ｂの花びらは，5枚別々になっていたけれど，植物Ｃの花びらは，全部つながっ

てラッパのような形をしていたよ。
まこと：植物Ｄについてはどうかな。
あかり：①植物Ｄの葉には，植物Ｂや植物Ｃには見られない特徴があった。それから，植物

Ｃと植物Ｄの茎の横断面を②顕微鏡で観察してみると，植物Ｃでは維管束が輪の

形に並んでいたのに対して，植物Ｄでは茎の中にばらばらに散らばっていたよ。

植　物

花をつけない

花をつける アサガオ，イチョウ，サクラ，ツユクサ

根・茎・葉の区別がない

根・茎・葉の区別がある

ゼニゴケ

ゼンマイ
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そうた：つまり，植物Ｄは，植物Ａのなかまよりも，植物Ｂや植物Ｃのなかまに近いけれ
ど，植物Ｂや植物Ｃとは違うグループに分けるべきだとわかるね。

あかり：私もそう思うな。

��（1）�　【会話】中の� X �に当てはまる語を書け。

��（2）�　【会話】から判断して，植物Ｂと植物Ｃに当てはまる植物の組み合わせとして最も適切な
ものを，次のア〜エから一つ選び，その記号を書け。
ア　Ｂ−サクラ　　　Ｃ−アサガオ
イ　Ｂ−サクラ　　　Ｃ−ツユクサ
ウ　Ｂ−イチョウ　　Ｃ−アサガオ
エ　Ｂ−イチョウ　　Ｃ−ツユクサ

��（3）�　【会話】中の下線部①に「植物Ｄの葉には，植物Ｂや植物Ｃには見られない特徴があった」
とあるが，植物Ｂや植物Ｃには見られない植物Ｄの葉の特徴を，「葉脈」の語を使って，簡潔
に書け。

��（4）�　【会話】中の下線部②に「顕微鏡で観察してみる」とあるが，顕微鏡についての説明として
正しいものを，次のア〜エから一つ選び，その記号を書け。

ア　顕微鏡は，直射日光が当たる場所に置き，観察を行う。
イ　ピントを合わせるときには，接眼レンズをのぞきながら対物レンズとプレパラートが
近づくように動かす。
ウ　ピントが合っているときの対物レンズの先端部とプレパラートの間の距離は，高倍率
の対物レンズを使用したときの方が，低倍率の対物レンズを使用したときよりも近い。
エ　10倍の接眼レンズと40倍の対物レンズを使用したとき，顕微鏡の倍率は50倍であ
る。
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３  化学変化と物質の質量の変化との関係を調べるために，次の実験Ⅰ・Ⅱを行った。このこ
とについて，下の 1〜5の問いに答えなさい。

実験Ⅰ　図1のように，炭酸水素ナトリウムの
粉末の入ったプラスチック容器に，うす
い塩酸の入った試験管Ａを入れ，ふたで
密閉をした後，プラスチック容器全体の
質量をはかった。次に，プラスチック容
器を密閉したまま傾け，うすい塩酸と炭
酸水素ナトリウムを混ぜ合わせると，反
応して気体Ｘが発生した。気体Ｘが発生
しなくなってから，再びプラスチック容
器全体の質量をはかると，化学変化の起
こる前と質量は変わらなかった。

実験Ⅱ　図2のように，試験管Ｂに酸化銀1.00ｇを入れ，ガスバーナーで加熱をして，発生した
気体Ｙを試験管Ｃに集めた。気体Ｙが発生しなくなってから，試験管Ｂに生じた銀の質
量をはかった。同様の実験を，試験管Ｂに入れる酸化銀の質量を，2.00ｇ，3.00ｇに変え
て行った。下の表は，この実験の結果をまとめたものである。

酸化銀の質量〔ｇ〕 1.00 2.00 3.00
銀の質量〔ｇ〕 0.93 1.86 2.79

  1�　実験Ⅰにおける化学変化を，化学反応式で表せ。
NaHCO3　＋　HC1

  2�　実験Ⅰのように，化学変化の前後で，化学変化に関係する物質全体の質量に変化はないと
いう法則を何というか，書け。

試験管B

酸化銀

ガスバーナー

スタンド
図 2

ガラス管

試験管C

水

図 1

プラスチック容器

試験管Ａ

うすい塩酸

電子てんびん

炭酸水素
ナトリウム

− 5�−



  3�　次の文は，実験Ⅰの結果について述べたものである。文中の� D �・� E �に当てはま
る語の組み合わせとして正しいものを，下のア〜エから一つ選び，その記号を書け。

化学変化が起こっても物質全体の質量が変化しなかったのは，化学変化の前後で，原子の
D �は変化するが，原子の� E �は変化しないからである。

ア　Ｄ−組み合わせ　　　　Ｅ−種類や数
イ　Ｄ−種類や数　　　　　Ｅ−組み合わせ
ウ　Ｄ−種類　　　　　　　Ｅ−数や組み合わせ
エ　Ｄ−数や組み合わせ　　Ｅ−種類

  4�　実験Ⅱで発生した気体Ｙは酸素であると考えられる。気体Ｙが酸素であることを確かめるため
には，どのような実験を行えばよいか，簡潔に書け。

  5�　実験Ⅱの結果から考えて，1.70ｇの酸化銀から得られる銀と気体Ｙはそれぞれ何ｇか。答えは
小数第3位を四捨五入せよ。

−�6�−



４  次の図は，地球の北極側から見た，太陽，金星，地球，月の位置関係を模式的に表したも
のである。このことについて，下の 1〜6の問いに答えなさい。

  1�　太陽，金星，地球が図のような位置関係にあるとき，日本で金星が見える時間帯と方角に
ついて述べた文として正しいものを，次のア〜エから一つ選び，その記号を書け。

ア　明け方，東の空に見える。
イ　明け方，西の空に見える。
ウ　夕方，東の空に見える。
エ　夕方，西の空に見える。

  2�　金星は，日本で真夜中に見えることはない。これはなぜか。その理由を，「金星」，「地球」，
「公転」の三つの語を使って，簡潔に書け。

  3�　金星を天体望遠鏡で毎日観測すると，見える形と大きさが少しずつ変化する。このことに
ついて述べた次の文中の� A �～� D �に当てはまる語の組み合わせとして正しいものを，
下のア〜エから一つ選び，その記号を書け。

金星の大部分が輝いて見えるときは，金星と地球との距離が� A �なっているため
B �見え，三日月のように一部分が輝いて見えるときは，金星と地球との距離が
C �なっているため� D �見える。

ア　Ａ−近く　　Ｂ−小さく　　Ｃ−遠く　　Ｄ−大きく
イ　Ａ−近く　　Ｂ−大きく　　Ｃ−遠く　　Ｄ−小さく
ウ　Ａ−遠く　　Ｂ−小さく　　Ｃ−近く　　Ｄ−大きく
エ　Ａ−遠く　　Ｂ−大きく　　Ｃ−近く　　Ｄ−小さく

金星の公転軌道

地球の公転軌道

月の公転軌道地球

太陽

月

金星
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  4�　太陽系の惑星には，地球型惑星と木星型惑星の2種類が存在する。地球型惑星に比べて，
木星型惑星にはどのような特徴があるか。最も適切なものを，次のア〜エから一つ選び，そ
の記号を書け。

ア　大型で，密度が大きい。
イ　大型で，密度が小さい。
ウ　小型で，密度が大きい。
エ　小型で，密度が小さい。

  5�　月のように，惑星のまわりを公転する天体を何というか，書け。

  6�　太陽，地球，月が図のような位置関係にあるとき，地球上で月食が観測されることがある。
月食が起こる理由を，簡潔に書け。

−�8�−



５  物体を引き上げるときの仕事について調べるために，滑車とばねばかり，質量200ｇの物体を
用いて，次の実験Ⅰ～Ⅲを行った。表は，この実験の結果をまとめたものである。このことにつ
いて，下の 1〜5の問いに答えなさい。ただし，質量100ｇの物体にはたらく重力の大きさを1Ｎ
とし，糸と滑車の質量，糸の伸び，糸と滑車の摩擦は考えないものとする。

実験Ⅰ　図1のように，糸の一方の端に物体を
付け，糸のもう一方の端にばねばかりを取
り付けた。物体をゆっくりと一定の速さで
10 cmの高さまで引き上げ，このときの糸
を引く力の大きさと糸を引く距離を調べた。

実験Ⅱ　図2のように，糸の一方の端に物体を付
け，その糸をスタンドに固定した定滑車に
かけ，糸のもう一方の端にばねばかりを取
り付けた。物体をゆっくりと一定の速さで
10 cmの高さまで引き上げ，このときの糸
を引く力の大きさと糸を引く距離を調べた。

実験Ⅲ　図3のように，糸の一方の端をスタンド
に固定し，その糸を物体を付けた動滑車に
かけ，糸のもう一方の端にばねばかりを取
り付けた。物体をゆっくりと一定の速さで
10 cmの高さまで引き上げ，このときの糸
を引く力の大きさと糸を引く距離を調べた。

糸を引く力の大きさ〔Ｎ〕 糸を引く距離〔cm〕
実験Ⅰ 2 10
実験Ⅱ 2 10
実験Ⅲ 1 20

ばねばかり

糸

物体

図 1

図 2

図 3

10cm

10cm

ばねばかり

糸

スタンド

物体

定滑車

10cm

ばねばかり

糸

スタンド

物体

糸

動滑車

−�9�−



  1�　糸を引く力がした仕事について，実験Ⅰの仕事の大きさをＡ，実験Ⅱの仕事の大きさをＢ，
実験Ⅲの仕事の大きさをＣとするとき，Ａ，Ｂ，Ｃの大小関係として正しいものを，次のア〜エから
一つ選び，その記号を書け。

ア　Ａ＞Ｂ＞Ｃ　　　イ　Ａ＝Ｂ＞Ｃ　　　ウ　Ａ＝Ｂ＜Ｃ　　　エ　Ａ＝Ｂ＝Ｃ

  2�　実験Ⅰにおいて，物体が引き上げられ動いている間の，物体のもつ運動エネルギーの大きさと
力学的エネルギーの大きさについて述べた文として正しいものを，次のア〜エから一つ選び，
その記号を書け。

ア　運動エネルギーはしだいに小さくなるが，力学的エネルギーはしだいに大きくなる。
イ　運動エネルギーはしだいに小さくなるが，力学的エネルギーは一定である。
ウ　運動エネルギーは一定であるが，力学的エネルギーはしだいに大きくなる。
エ　運動エネルギーも力学的エネルギーも，一定である。

  3�　実験Ⅰ，Ⅱの結果から，定滑車にはどのようなはたらきがあるとわかるか，「糸を引く力の
大きさ」，「糸を引く距離」，「力の向き」の三つの語を使って，書け。

  4�　実験Ⅲにおいて，ばねばかりが糸を引き上げた速さは5 cm/ｓであった。このときの仕事率
は何Ｗか。

  5�　建設現場などで使われるクレーンでは，定滑車と動滑車を用いて，小さい力で重いものを持ち
上げる工夫がされている。次の図は，あるクレーンの内部を模式的に表したものである。この
クレーンは，三つの定滑車と三つの動滑車が一本のワイヤーでつながれ，三つの動滑車は棒で
連結されていて，棒はワイヤーを引くと水平面と平行な状態のまま上昇する。このクレーンで，
質量120 kgの荷物を水平面から3ｍの高さまでゆっくりと一定の速さで引き上げるときの，ワ
イヤーを引く力の大きさは何Ｎか。また，ワイヤーを引く距離は何ｍか。ただし，ワイヤーと
滑車と棒の質量，ワイヤーの伸び，ワイヤーと滑車の摩擦は考えないものとする。
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